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槻　測　手　引 （7） 遊星面の観測

　　　　　　　　　　　　　火星観測上の注意（績）

　口径による観測物の撰繹一火星協同襯測の準備は巳に完了・5月t：入っていよt’よ襯

測の火蓋は切って下され7二が，申込のメンバ1拒見るミ5二級の小屈折から2〔〕糎，30糎の

反射屈折ミ種々の鍾類ε口裡に刑れてるろ事た面白く感じる．だが火星に封してに，正直

に云ふご5糎や8糎催度の口調では殆んご阿等の（ε云っても過言でない）detailも見ら

れないS云ふのが本當で，紗く共15糎，田來得れば20糎hf・eq引すろ．併し，これは理想論

であって，張要すべき希望ではない．依って，小口挫はそれ初口，分に慮じれ目的か・軽

便ミ云ふ利劔在・かざじ（連刷槻測によって結果勉得られうならば，充分5糎級にても火星

に封して働くべき素地ばあろのだから，勇往遇進，槻測拒途博して頂き度ゼ・そオzで・各

b座によって観測すべき目的物な探究して見るご，：先づ下の如き結論こなうだらう．

　5糎～9糎一・15糎以上の口挫の範圃であるdetail（言鞠IDの幾置旧やらう等ご大そttl：

考へ奄持す二す，「火星像の見掛けの色彩」ご「火星面上の暗斑部の濃度」の捌測奄・毎晴夜

常に同ロ径ご同倍率fe使用じ（連績鯉測1こ從ってい郭ずき度いのであろ・前者ば・望遠鏡

で火星像を覗いて見ての見掛けの色がこう感じうか……t云ふ蔀か鯉察する・そして・非

常t：赤く感じアニtか黄色ツボィなご感じt：らその通り記録すろ・20ち「黄色が強ゼ」こか

「赤味がかつf；ec色」tか記録すれば良い．後E・（t，やはり火星面上の海洋部ピ云はれろ

脅灰色の模様の濃さな記録すろ．豊Pち非常に濃く良く見られろこか，有るのか無いのか雲

の爲かミ思ふ様に淡い4‘が亥〕るから，これ等な「非常に濃・・」Sか「li？i炎い」r4t・煎こ淡

い」ミ云ふ檬に記録する，これ等は．小口一日けでなく，大きい器械にもやって頂きPtv’

仕事である．

　10糎～13糎……1935年度，この程度の一纏で随分澤lllの運河fte　ew取し得れのであるか

ら，前詑の仕事以外に，ボツボツ表面dctailの狸察にも從っていれ嚇度い・侃し餓り無

理75eifす，濃い太い湿河の記録，海の形歌等1ごIしめておくのが良彫’・

15糎～20糎・・…氣洲憾の」モ儒・唱【エ，25鰍よ咽」つて像が良い位で・15糎1こ3cn

．ev7ee使用すれば，火星表面の山北の1　etai】は殆んごキヤツチし得られる．2’糎は除程の良

レ璽イングfe得られねε旧慣は旧記されなv・が，25円理に遜色無く使用£ll來る・火星に賦

し20勲最も齢しア覇堂ずこらう．捌の形糎湖の口詩毎ま聯のd・t・」！・麗の形

鹸等20糎：JOO倍で充分であろ．（特に今il唾の如き大接近では）

　お糎以上……火星に噛し，普通の夜（即ち餓リシ1イングの良くなぜ揚合）租々引きす

吉る．標準シ1イングで紗く共6以上の氣流状態でないご，25糎1｝！倣の偉力は獲揮山川な

い，6以下だミ「1往た20糎程度に絞らアよいピ像か披散して使rB出來ない・その代り・8－9

ミ云ふ様なGood・9eeingな了享るご，其能力ltl＃まじい位である．モリモリミ眼前に俘禺

・・r，微繊そして複糊d…il・Ci，筆．舌乏し得アいこ繍場合全く叩くに麟かれ

加島の・クむ思ひがする．働ニニL・lll・ilE河sxふものが難ずるt・Lt・tgら・やにq25糎

激闘の口径に400倍以上な用ひて，良シ1イングの許でなければ見られないだらう・海ご



響…＿＿＿　一．一．＿．．．．一．．，哩」虹1モ＿匪＿＿＿＿～～弐界21e

trltaろ鞭部の濃淡の複鰹・太く濃いSli！Mの出面のi！i！su’一眠刎勘・。、。

極冠の形状，等々，本常の火星を見るのはやはり25糎以上か必要ミする・　　　　　’

稿葭緊縮総覧：：灘二二講潔三二繍1謎ぞ、1獅

am一色・猟馳獺馬撞がり・．雌（鵬れば繍肌鰍よる囑』 a
C計渕9等．

海洋部一一鰍ナ倣濃淡講洋上i：見6Sl11i”i・麟胴分引灘の塊、等々

特に正しい位置為rマ1クする事．

沙漠部一色彩，特に絶に鰍圓ヲ吻部分の検瞭其二二の槻察・ag・

膨の燃地方一一南隙にのhll：’“1する賜の大一方（ヘラスやア’レヂ・・怖

彩ご形厭及刷れを横切る蓮河のイ∫無’：弘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

、繰瓢∫灘1・5罐繍鑓襟聯見惣1
運河の醐脇息うかごうか’・等々究むべき醐幽ろ多ゆ‘2鵯上の・働・，

ある．

焔翻澱げる綿色彩塩化等がある・それ1こ今一つ重油晦1帳
ある．

卜火星吐の雲1二に二欄ある・臨白く即門田温色の廣人・噸
々掩恥き蟻・恐らくこれ膿ぐ蝋脇目の二二」の如き’NMb’　t　M，ほれる）v）

二つである・前猷轟醐・馴轍州輔朱するものも　a’る’儲は瞭的撫

蜘醐・＋蜘こ渉剛力‘論点のM観す二場合は・il．‘ちi鋤の指蜘・軌
メンバ11こ速報さ｛tl麦〉㌔

見menの齪方一．鉛糊ご働乳蹴門主‘して嫌によう方ax4・“Uす…，

・・見咽鰍の匡臨脚’琳表」に川漁麟蹄C三七にて蜘・λ、、
肚蜘ゼ鉛輔蜷“て1岡こ蜘プfe’‘Jひて・騨1こボカし’〈W’．い・行域

づ襯・蜘め・大き叫1・；面様の纈観録しMttt’“・そ嚇嚇刻鞠∫1如1こ

記職分以内の灘9。し匂さ・ D臨段々dcta11酬レ 墲ｭ’この隙鴫．“一・無

恥鏡で見雌の欄から㌔恒脚’ご泊輌蝿涌し多轍して行く峨像鋤
感じ（居ても・一一い脚1があるものゴこから・こ睦逃K・　’；xキヤツチして蜘・ぺ｛隔

・1鋸・云ふ撫llい蛋い「ご…位綴のシンクけイズが腰である・そ噺
蝕絡’〕てか・他の項［1・h・・，i巳配砺く・（㈱II；巳入法【工見田川ご聡）・（！・　’」1’k　，，ッ

チの揚舗バK　7”ルか吻ノ、こすu）　’）けて献のカs　’lk　t良く・この謡い・）i　1’・Lll，1

骸齢二輪身揖の1陀膿ぜサ㈹院醐嚇すろ・椥スケッチ隔蝿
の侠川が最も良」’・

徽こ細める1：　th・”〃剛ンの鋤二ss’’”t：P’・其ideの諦髄略畑．・・　・、ll：j

合ぜR）れば，出來ろ限り御嬢へし度く思つ一（居る・（火星の再出リ）　（伊達）


